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研究成果の概要（和文）：古典型旗多様体のトーラス同変コホモロジー環におけるシューベルト

類を代表する特殊多項式を見いだし，その基本的な性質を示した．また，この結果を同変 

K 理論へ拡張するために，古典型のグラスマン多様体に対してシューベルト多様体の構造層を

代表する多項式族(K 理論的 Q,P 関数)を導入し、それに関連する組合せ論を展開した．特に，

励起ヤング図形とシフトされた集合値ヤング盤に対するロビンソン・シェンステッド型のアル

ゴリズムを与え，その結果を応用して，上記の多項式に関するピエリ型公式を導いた． 

 
研究成果の概要（英文）：For the flag variety of classical Lie groups, we introduced special 

polynomials representing the Schubert classes in torus equivariant cohomology ring. We 

established some fundamental properties for these polynomials. In order to extend this 

result to torus equivariant K-theory, we introduced special family of polynomials 

(K-theoretic Q- and P- functions) representing the Schubert classes in the torus equivariant 

K-theory of classical Grassmannian varieties. We also developed combinatorics of these 

polynomials. In particular, we discussed a relationship to excited Young diagrams and 

shifted set-valued tableaux. We introduced a Robinson-Schensted type algorithm for these 

tableaux. As an application of this algorithm, we proved Pieri type formulas for the 

K-theoretic Q-functions.  
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１．研究開始当初の背景 

ラグランジアン型のグラスマン多様体のト
ーラス同変コホモロジー環においてシュー
ベルト類を与える多項式族が見つかってお
り，この結果を他の古典型の旗多様体に拡張
することが課題になっていた． 

 

２．研究の目的 

シューベルト類を代表するよい多項式族を
見いだし，その特殊函数としての性質を調べ
ること． 
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３．研究の方法 
トーラス固定点集合への局所化写像を代数
的に取り扱って，多項式を特徴づける． 
 
 
４．研究成果 
古典型旗多様体に対してトーラス同変シュ
ーベルト類を代表する多項式族を導入する
とともに，その組合せ論的な性質を解明した． 
また，この結果を代数的 K 理論へ拡張する
ために，古典型の典型的なグラスマン多様体
においてシューベルト類の構造層を代表す
る多項式族を導入した．また，関連する組合
せ論を展開した． 
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